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曇
り
な
き
名
の
日
の
本
や
。
〳
〵
。
熱
田
の
宮
に
参
ら
ん
。

そ
も
〳
〵
是
は
当
今
に
仕
ヘ
奉
る
臣
下
な
り
。
さ
て
も
尾

州
熱
田
の
明
神
は
。
霊
神
に
て
御
座
候
ふ
間
。
急
ぎ
参
詣

申
せ
と
の
宣
旨
に
任
せ
。
唯
今
尾
州
に
下
向
仕
り
候
。

何
事
も
。
道
あ
る
御
代
の
旅
と
て
や
。
〳
〵
。
関
の
戸
さ
ゝ

で
逢
坂
の
。
山
を
都
の
名
残
に
て
。
末
も
東
の
道
遠
き
。

行
く
へ
な
れ
ど
も
程
も
な
く
。
国
々
過
ぎ
て
是
ぞ
此
。
熱

田
の
宮
に
着
き
に
け
り
。
〳
〵
。

「「「「「「「「

ワ
キ
次
第詞

道
行

シ
テ
、ツ
レ
一
声

ツ
レ

二
人

シ
テ
サ
シ

二
人

朝
清
め
。
落
葉
を
掃
ふ
程
な
ら
し
。
風
を
も
松
の
木
陰
か

な
。

神
の
御
前
の
瑞
籬
の
。

久
し
き
世
よ
り
仕
ヘ
来
ぬ
。

是
は
当
社
に
年
久
し
き
。
夫
婦
の
者
に
て
候
ふ
な
り
。

ま
づ
千
早
振
る
神
の
職
事
。
さ
ま
〴
〵
な
り
と
申
せ
ど
も
。

こ
ゝ
は
所
も
浦
さ
び
て
。
詠
め
の
末
は
浦
山
の
。
雲
と
波

と
に
移
り
行
く
。
気
色
ぞ
か
は
る
明
暮
に
。
馴
れ
て
も
通
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ふ
心
と
て
。
折
々
毎
に
め
づ
ら
し
さ
よ
。
も
と
よ
り
も
誓

ひ
の
海
の
底
ひ
な
く
。
深
き
教
へ
の
彼
国
に
。
安
く
至
ら

ん
法
の
御
舟
。
仏
の
道
も
よ
そ
な
ら
ぬ
。
神
の
恵
み
を
頼

む
な
り
。

歩
み
を
運
び
年
月
を
。
送
り
迎
へ
て
老
が
身
の
。

夙
に
起
き
。
夜
半
に
寐
覚
め
仕
へ
て
ぞ
。
〳
〵
。
な
が

ら
へ
来
ぬ
る
春
秋
の
。
月
に
馴
れ
花
に
添
ふ
。
心
も
老
と

身
は
な
り
て
。
誠
を
致
す
志
。
実
に
神
感
も
頼
も
し
や
。

「「「「「
下
歌

上
歌

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ワ
キ

〳
〵
。

我
暁
天
よ
り
星
を
戴
き
。
宮
中
を
拝
す
る
所
に
。
是
な
る

老
人
夫
婦
神
前
を
清
め
。
御
垣
を
囲
ふ
気
色
見
え
た
り
。

御
身
は
宮
つ
こ
に
て
ま
し
ま
す
か
。

さ
ん
候
是
は
当
社
の
宮
つ
こ
に
て
候
。
分
き
て
は
御
垣
守

に
て
候
ふ
程
に
。
折
々
は
庭
を
清
め
信
心
を
い
た
し
候
。

実
に
〳
〵
有
難
う
候
。
大
方
神
前
に
於
て
。
御
垣
を
囲
ひ

申
さ
る
ゝ
事
は
さ
る
事
な
れ
ど
も
。
ま
づ
は
大
内
の
御
垣
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守
と
こ
そ
申
す
べ
け
れ
。
分
き
て
当
社
の
御
垣
を
囲
ふ
謂

ば
し
候
ふ
や
ら
ん
。

御
不
審
は
御
理
に
て
候
。
か
た
じ
け
な
く
も
当
社
と
申
す

は
。
出
雲
の
大
社
と
御
一
体
の
御
事
ぞ
か
し
。

然
る
に
当
時
素
盞
嗚
の
尊
。
出
雲
の
国
に
至
り
給
ひ
。
大

宮
造
り
有
り
し
時
。

八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
つ
ま
ご
め
に
。
八
重
垣
作
る
其
八

重
垣
を
。
こ
ゝ
に
も
由
緒
は
有
る
物
を
。
不
審
な
為
さ
せ

「「「「「「「「
シ
テ

ツ
レ

二
人

ワ
キ

シ
テ
詞

ツ
レ

シ
テ

二
人

給
ひ
そ
と
よ
。

実
に
有
難
き
御
事
か
な
。
さ
て
は
出
雲
と
御
一
体
。
和
光

垂
跡
の
御
事
な
る
か
。
猶
々
謂
を
語
り
給
へ
。

景
行
第
三
の
皇
子
。
日
本
武
の
尊
と
申
す
は
。
東
夷
を
平

ら
げ
国
家
を
鎮
め
。
終
に
は
こ
ゝ
に
地
を
占
め
給
ふ
。

是
れ
素
盞
嗚
の
御
再
来
。
衆
生
済
度
の
方
便
に
て
。

或
は
人
の
代
。

或
は
又
。
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神
の
代
を
。
思
ひ
出
雲
の
宮
柱
。
〳
〵
。
立
ち
添
ふ
雲

も
八
重
垣
の
。
こ
ゝ
も
隔
て
は
名
も
異
に
。
誓
ひ
は
さ
ま

〴
〵
変
は
れ
ど
も
。
一
体
分
身
の
御
神
所
。
一
心
に
仰
ぎ

給
へ
や
。
時
は
三
伏
の
夏
の
日
の
。
熱
田
の
宮
路
浦
伝
ひ
。

近
く
鳴
海
の
磯
の
波
。
松
風
の
声
寐
覚
の
里
。
聞
く
に
も

心
涼
し
く
。
老
の
身
も
夏
や
忘
る
ら
ん
。
〳
〵
。

猶
々
当
社
の
御
神
秘
委
し
く
御
物
語
り
候
へ
。

そ
れ
和
光
同
塵
の
御
垂
跡
。
い
づ
れ
以
て
疎
か
な
ら
ね
ど
。

「「「「「「「「
地

ワ
キ
詞

地
ク
リ

シ
テ
サ
シ地

シ
テ地

ク
セ

威
光
を
四
方
に
顕
は
し
給
ふ
は
。
是
れ
八
剣
の
神
徳
な
り
。

然
れ
ば
景
行
第
三
の
皇
子
。
御
名
は
日
本
武
の
尊
。

地
神
五
代
に
は
天
照
太
神
の
兄
。
素
盞
嗚
の
尊
。
出
雲
の

国
に
跡
を
垂
れ
。
暫
く
宮
居
し
給
へ
り
。

こ
ゝ
に
簸
の
川
上
に
涕
哭
す
る
声
あ
り
。

尊
至
り
て
見
給
へ
ば
。
老
人
夫
婦
が
中
に
。
乙
女
を
抱
き

て
泣
き
居
た
り
。
是
を
如
何
に
と
尋
ぬ
る
に
。

老
人
答
へ
て
申
す
や
う
。
我
は
手
摩
乳
脚
摩
乳
。
娘
を
稲
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田
姫
と
。
い
ふ
者
に
て
候
ふ
が
。
大
蛇
の
生
贄
を
。
悲
し

む
な
り
と
申
せ
ば
。
然
ら
ば
其
姫
を
。
我
に
得
さ
せ
よ
其

の
難
を
。
遁
す
べ
し
と
宣
へ
ば
。
喜
悦
の
心
妙
に
し
て
。

尊
に
姫
を
奉
る
。

や
が
て
大
蛇
を
従
ヘ
。

其
尾
に
有
り
し
剣
を
。
村
雲
の
剣
と
名
づ
け
し
こ
そ
。
八

剣
の
宮
の
御
事
よ
。
さ
れ
ば
簸
上
の
明
神
は
。
其
時
の
稲

田
姫
な
り
。
父
の
老
翁
名
を
か
へ
て
。
源
太
夫
の
神
と
顕

「「「「「「「
シ
テ地

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ツ
レ

シ
テ

二
人

は
れ
。
東
海
道
の
旅
人
を
。
守
ら
ん
と
誓
ひ
給
へ
り
。

実
に
有
難
き
神
秘
の
教
へ
。
唯
人
な
ら
ず
覚
え
た
り
。
御

名
を
名
乗
り
給
ふ
べ
し
。

今
や
何
を
か
包
む
べ
き
。
簸
の
川
上
に
顕
は
れ
し
。
我
は

手
摩
乳
。

脚
摩
乳
。

夫
婦
是
ま
で
。

顕
は
れ
た
り
。
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常
な
ら
ず
御
身
は
。
勅
諚
の
使
な
る
故
に
。
仰
ぐ
べ
し
神

と
て
も
。
人
の
敬
ひ
深
け
れ
ば
。
守
ら
ん
為
め
に
来
り
た

り
。
こ
ゝ
に
て
は
源
太
夫
の
。
神
ぞ
と
名
乗
り
捨
て
ゝ
。

行
く
方
見
え
ず
な
り
ぬ
。
行
方
知
ら
ず
な
り
に
け
り
。（
中
入
）

我
は
是
れ
。
真
如
実
相
の
無
漏
を
出
で
ゝ
。
有
為
の
濁
塵

に
光
り
を
交
へ
。
結
縁
の
衆
生
擁
護
の
神
。
橘
姫
と
は
我

事
な
り
。

我
は
又
無
縁
の
衆
生
を
利
益
せ
ん
と
。
東
海
道
を
日
夜
に

「「「「「「「「
地

ツ
レ

後
ジ
テ地

ワ
キ

ツ
レ
詞

シ
テ

ツ
レ

守
る
。
源
太
夫
の
神
と
は
我
事
な
り
。

あ
ら
有
難
や
。

実
に
有
難
き
御
影
向
。
感
涙
肝
に
銘
じ
つ
ゝ
。
心
空
な
る

ば
か
り
な
り
。

と
て
も
姿
を
顕
は
さ
ば
。
い
ざ
や
舞
楽
の
曲
を
奏
し
。
彼

客
人
に
見
せ
申
さ
ん
。

実
に
〳
〵
是
も
い
は
れ
た
り
。
さ
て
役
々
は
。

糸
竹
の
。
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中
に
異
な
る
太
鼓
の
役
。

即
ち
御
身
。

源
太
夫
が
。

嘉
例
も
さ
ぞ
な
。

思
ひ
出
づ
る
。

昔
も
打
ち
た
る
太
鼓
の
御
役
。
今
も
妙
な
る
秘
曲
を
添
へ

て
。
撥
も
数
あ
る
楽
拍
子
。
今
打
ち
寄
る
も
波
の
調
べ
。

面
白
や
な
有
難
や
。
（
楽
）

「「「「「「「「
シ
テ

ツ
レ

シ
テ

ツ
レ

シ
テ地

シ
テ地

面
白
の
遊
楽
や
。

面
白
の
遊
楽
や
。
時
し
も
あ
れ
や
月
も
照
り
添
ひ
。
松
風

も
涼
し
く
て
。
神
さ
び
渡
る
折
か
ら
に
。
凡
そ
人
間
の
業

な
り
と
も
。
感
応
な
ど
か
無
か
る
べ
き
。
ま
し
て
や
神
前

の
事
業
な
れ
ば
。
実
に
も
妙
な
る
御
代
の
し
る
し
。
治
世

の
声
は
安
楽
に
て
。
琴
瑟
は
玉
殿
に
鐘
鼓
庭
上
。
宮
商
上

り
下
る
時
に
。
声
綾
を
な
す
舞
歌
の
曲
。
程
時
移
る
か
と
。

早
明
方
に
な
り
ぬ
れ
ば
。
都
に
帰
る
は
勅
の
使
。
さ
て
こ
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そ
名
残
の
還
城
楽
。
さ
て
こ
そ
名
残
の
還
城
楽
の
。
鼓
の

声
や
二
十
五
声
の
。
五
更
の
一
点
よ
り
。
夜
は
白
々
と
ぞ

明
け
に
け
る
。底
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